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〔
資
　
　
料
〕

　
　
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
近
代
文
庫
所
蔵
貴
重
書
貴
重
書
簡

高
山
樗
牛
・
実
父
齋
藤
親
信
書
簡
の
紹
介

中
　
村
　
　
友
・
太
　
田
　
鈴
　
子

は
じ
め
に

　
本
稿
は
、「
学
苑
　
日
本
文
学
紀
要
」
第
九
百
二
十
七
号
（
二
〇
一
八
・
一
・
一
）
に

掲
載
し
た
「
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
近
代
文
庫
所
蔵
貴
重
書
貴
重
書
簡
　
坪
内
逍
遙
書

簡
と
そ
の
翻
刻
」
に
続
き
、
高
山
樗
牛
（
一
八
七
一

−

一
九
〇
二
）
と
そ
の
実
父
齋
藤
親

信
自
筆
書
簡
を
調
査
の
対
象
と
し
て
い
る
。
本
学
が
所
蔵
す
る
の
は
、
齋
藤
親
信
宛
高

山
樗
牛
書
状
一
〇
通
と
葉
書
二
〇
通
で
あ
る
が
、
加
え
て
高
山
樗
牛
宛
齋
藤
親
信
書
状

を
一
通
所
蔵
し
て
い
る
。
今
回
は
、
こ
れ
を
含
め
た
全
三
一
通
の
書
簡
に
つ
い
て
、
影

印
翻
刻
の
他
、
注
、
補
注
を
付
し
て
紹
介
す
る
。

　
本
題
に
入
る
前
に
、
高
山
樗
牛
に
お
け
る
二
父
と
樗
牛
自
身
に
つ
い
て
確
認
し
て
お

く
。
高
山
家
の
久
右
衛
門
に
は
久
平
（
兄
）
と
親
信
（
弟
）
と
い
う
二
兄
弟
が
お
り
、

弟
の
親
信
は
齋
藤
親
良
の
娘
芳
と
結
婚
、
齋
藤
親
信
と
な
っ
た
。
工
藤
恆
治
『
文
豪
高

山
樗
牛
』（
昭
和
一
六
・
九
・
二
八
　
文
豪
高
山
樗
牛
刊
行
會
）
に
よ
る
と
、
兄
久
平
と
妻

岩
江
に
は
子
供
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
弟
親
信
の
第
三
子
を
養
子
と
す
る
約
束
と
な
っ

て
い
た
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
一
月
一
〇
日
に
誕
生
し
た
林
次
郎
（
樗
牛
）
は
翌
年
、

姓
を
高
山
に
改
め
た
。
実
家
及
び
養
家
は
、
と
も
に
林
次
郎
を
こ
の
上
な
く
愛
し
、
養

父
久
平
の
躾
は
な
か
な
か
に
厳
し
か
っ
た
。
林
次
郎
は
学
校
が
好
き
で
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
負
け
ん
気
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
い
う
。

　
鶴
岡
市
教
育
委
員
会
編
集
『
高
山
家
寄
託 

高
山
樗
牛
資
料
目
録
』（
平
成
一
三
・
八
・

一
　
鶴
岡
市
）
の
「
解
題
」（
堀
司
朗
）
に
よ
る
と
、
実
父
親
信
は
明
治
八
年
に
酒
田
県

雇
と
な
り
、
後
、
大
宝
寺
村
村
長
を
勤
め
た
。
養
父
久
平
は
明
治
五
年
に
酒
田
県
出
張

所
雇
と
な
り
、
山
形
県
、
福
島
県
に
奉
職
、
二
三
年
ま
で
は
警
視
庁
に
勤
め
た
と
す
る
。

な
お
、
本
書
名
は
、
以
下
『
高
山
樗
牛
資
料
目
録
』
と
略
記
す
る
。

　
樗
牛
は
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
一
二
月
二
四
日
、
わ
ず
か
三
二
歳
で
世
を
去
り
、

大
学
在
学
中
か
ら
数
え
る
と
そ
の
活
動
期
間
は
八
、
九
年
程
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

明
治
二
六
年
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
学
生
で
あ
っ
た
と
き
、「
読
売
新
聞
」
の
行
っ
た

「
歴
史
小
説
歴
史
脚
本
懸
賞
募
集
」
に
「
瀧
口
入
道
」
を
以
て
応
募
し
、
こ
れ
が
二
等

賞
（
一
等
賞
該
当
作
な
し
）
と
な
っ
た
こ
と
が
翌
二
七
年
四
月
一
五
日
同
紙
朝
刊
第
一
面

に
報
じ
ら
れ
、
そ
の
後
連
載
さ
れ
た
。『
平
家
物
語
』
に
材
を
得
た
こ
の
叙
情
的
作
品

は
読
者
に
好
評
で
あ
っ
た
が
、
樗
牛
は
自
身
の
名
を
公
に
し
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
評

論
家
と
し
て
の
執
筆
活
動
が
本
格
的
に
な
る
の
は
明
治
三
〇
年
の
半
ば
、
第
二
高
等
学

校
の
教
授
を
辞
し
て
、
博
文
館
「
太
陽
」
に
復
帰
し
た
頃
に
な
ろ
う
か
。
日
清
戦
争
後

の
世
相
を
う
け
て
、
日
本
主
義
を
説
く
が
、
ニ
ー
チ
ェ
を
知
っ
て
「
文
明
批
評
家
と
し

て
の
文
學
者
」（「
太
陽
」　
明
治
三
四
・
一
・
五
）
を
論
じ
、
国
家
主
義
か
ら
個
人
主
義

へ
の
移
行
を
見
せ
た
。「
美
的
生
活
を
論
ず
」（「
太
陽
」　
明
治
三
四
・
八
・
五
）
で
は
、

本
能
の
満
足
を
語
る
が
、
こ
れ
も
大
き
な
議
論
を
よ
ん
だ
。
最
晩
年
は
日
蓮
に
傾
倒
し
、

田
中
智
學
に
も
教
え
を
請
う
た
。
明
治
三
五
年
四
月
五
日
刊
の
「
太
陽
」
に
「
日
蓮
上

人
と
は
如
何
な
る
人
ぞ
」
を
寄
せ
て
い
る
。

　
樗
牛
没
後
、
刊
行
さ
れ
た
全
集
は
三
種
（
複
製
版
は
除
外
）
存
在
し
、
す
べ
て
博
文

館
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
最
初
に
編
ま
れ
た
『
樗
牛
全
集
』、
次
の
増
補
縮
刷
『
樗
牛
全
集
』、

最
後
に
編
ま
れ
た
改
訂
註
釋
『
樗
牛
全
集
』
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
収
録
数
を
増
補
し
な
が

ら
出
版
を
重
ね
た
。

　
三
全
集
に
は
、
書
簡
集
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
編
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
左
に
刊
記
と

収
録
書
簡
数
を
記
す
。
書
簡
数
は
、
長
尾
宗
典
「『
樗
牛
全
集
』
の
史
料
学
的
検
討
」（「
近

学
苑
　
第
九
二
九
号
　
五
六
～
一
二
五
（
二
〇
一
八
・
三
）
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代
史
料
研
究
」
第
三
号
　
二
〇
〇
三
・
一
〇
・
三
一
）
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て

本
学
所
蔵
書
簡
の
収
録
状
況
を
も
記
し
た
。

㈠
　『
樗
牛
全
集
』
第
五
巻
「
想
華
及
消
息
」�

書
簡
一
一
七
通
収
録

　
　
明
治
三
九
年
四
月
一
三
日
、
博
文
館

　
　
　
本
学
所
蔵
書
簡
、
収
録
な
し

㈡
　
増
補
縮
刷
『
樗
牛
全
集
』
第
六
巻
「
日
記
及
消
息
」�

書
簡
二
七
〇
通
収
録

　
　
大
正
五
年
九
月
五
日
、
博
文
館

　
　
　
本
学
所
蔵
書
簡
の
う
ち
、
書
状
一
通
を
収
録
（
本
状
は
㈢
に
も
収
載
）

㈢
　
改
訂
註
釋
『
樗
牛
全
集
』
第
七
巻
「
日
記
及
消
息
」�

書
簡
五
九
八
通
収
録

　
　
昭
和
八
年
四
月
五
日
、
博
文
館

　
　
　
本
学
所
蔵
書
簡
の
う
ち
、
書
状
八
通
、
葉
書
七
通
を
収
録

　
　
　
以
下
、
こ
の
第
七
巻
を
、『
全
集
』
と
略
記
す
る
。

　
所
蔵
書
簡
の
う
ち
、『
全
集
』
に
未
だ
収
録
さ
れ
て
い
な
い
書
状
は
二
通
、
葉
書
は

一
三
通
あ
る
。
本
稿
の
目
的
の
一
つ
は
こ
の
未
収
録
書
簡
の
翻
刻
紹
介
で
あ
る
が
、『
全

集
』
既
収
録
書
簡
の
再
読
を
試
み
る
に
は
、
よ
い
機
会
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
、

既
収
録
書
簡
の
影
印
も
掲
げ
て
い
る
。
影
印
と
『
全
集
』、
両
者
を
比
較
す
る
と
、『
全

集
』
は
、
伏
せ
ら
れ
た
情
報
が
多
く
、
差
出
人
、
受
取
人
の
住
所
の
他
、
書
状
内
の
後

付
け
も
、
そ
の
部
分
だ
け
表
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
親
信
が
樗
牛
書
簡

に
書
き
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
字
句
も
削
除
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
は
『
全

集
』
が
伏
せ
た
そ
れ
ら
の
箇
所
を
、
表
に
出
す
役
割
を
担
っ
た
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。

久
平
と
親
信
二
人
の
父
が
多
く
の
書
簡
を
樗
牛
か
ら
送
ら
れ
、
そ
れ
を
よ
く
保
存
し
て

今
に
伝
え
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
特
に
実
父
に
よ
る
書
簡
の
扱
い
は

念
の
入
っ
た
も
の
で
あ
り
、
一
考
に
値
す
る
。

　
実
父
齋
藤
親
信
宛
書
簡
は
、
年
代
は
明
治
二
三
年
か
ら
三
四
年
ま
で
。
樗
牛
の
激
動

の
人
生
に
添
っ
た
書
簡
で
あ
る
も
の
の
、
実
父
宛
と
い
う
限
定
し
た
枠
組
み
の
中
で
認

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
季
節
の
挨
拶
か
ら
健
康
の
言
祝
ぎ
、
暮
ら
し
の
変
動
、
金
銭
的

援
助
等
々
を
話
題
と
し
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
気
を
吐
く
時

の
樗
牛
の
姿
は
な
い
。

　
次
に
、
書
簡
に
登
場
す
る
親
族
を
知
る
た
め
、
両
家
の
家
系
図
を
下
に
示
す
。

【
家
系
図
1

　高
山
家
】

【
家
系
図
2

　齋
藤
家
】

【
家
系
図
3

　杉
家
】

久
右
衛
門

久
平

林
次
郎
（
樗
牛
・
齋
藤
家
よ
り
）

さ
と
（
杉
家
よ
り
、
樗
牛
死
後
杉
家
へ
）

直
井
（
齋
藤
家
よ
り
）

樗
牛
死
後

　喜
三
郎
（
三
浦
家
よ
り
）

き
さ
の

岩
江

親
信
（
齋
藤
家
へ
）

親
信
（
高
山
家
よ
り
）

親
廣
（
妻
小
菊
・
親
良
没
後
継
ぐ
）

も
と
子
（
夫
清
水
親
和
）

林
次
郎
（
樗
牛
・
高
山
家
へ
）

良
太

直
子

信
策
（
野
の
人
）

直
井
（
樗
牛
死
後
高
山
喜
三
郎
の
妻
）

謙
輔

親
平

芳武
蔵

資
順
（
太
田
家
へ
）

元
恵
（
太
田
家
長
女
）

修
治
（
五
十
嵐
家
へ
）

重
孝

や
そ
江

敬
太
郎

は
る

阿
陽

成
吉

勇豊栄亨

文
三

四
郎

五
郎

さ
と
（
樗
牛
妻
、
樗
牛
没
後
杉
家
へ
、
亨
二
に
侍
す
）

六
郎

七
郎

八
郎

き
よ

親
良

竹泰
輔

亨
二

き
ん

（
中
林
家
）

初
子



─ 58 ─

　【
家
系
図
1
　
高
山
家
】【
家
系
図
2
　
齋
藤
家
】
は
、『
高
山
樗
牛
資
料
目
録
』
収

録
系
図
に
な
ら
い
作
成
し
た
。
さ
ら
に
阿
部
正
路
「
斎
藤
野
の
人
（
一
）」（「
国
学
院
雑

誌
」
第
六
八
巻
第
四
号
　
昭
和
四
二
・
四
・
一
五
）、『
明
治
文
学
全
集
』（
昭
和
四
五
・
七
・

三
〇
　
筑
摩
書
房
）、
工
藤
恆
治
『
文
豪
高
山
樗
牛
』（
前
掲
）
を
参
考
に
し
、
太
田
資
順
、

五
十
嵐
修
治
、
夭
折
者
名
等
を
補
っ
た
。【
家
系
図
3
　
杉
家
】
は
、
杉
勇
「
祖
父
・

杉 

亨
二
の
こ
と
ど
も
」（「
統
計
学
」
三
三
　
一
九
七
七
・
九
・
三
〇
）
に
あ
る
図
に
し
た

が
っ
た
。

　
な
お
、
本
学
が
所
蔵
す
る
樗
牛
宛
齋
藤
親
信
書
簡
一
通
は
、
樗
牛
の
徴
兵
問
題
に
つ

い
て
案
じ
た
内
容
で
あ
り
、
発
信
年
月
の
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
ま
ず
、
こ

の
実
父
書
簡
を
第
一
に
掲
げ
て
、
後
続
の
樗
牛
書
簡
調
査
報
告
へ
と
繫
げ
る
こ
と
に
す

る
。

例
　
言

一�

　
本
稿
は
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
の
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
近
代
文
庫
所
蔵
貴

重
資
料
公
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
行
う
報
告
で
あ
る
。

一�

　
書
簡
は
未
収
録
、
既
収
録
と
も
に
年
代
順
に
配
置
し
、
自
筆
影
印
を
掲
げ
た
。

一�

　
漢
字
は
原
則
と
し
て
自
筆
の
字
形
通
り
と
し
、
略
体
字
等
も
使
用
し
た
。
変
体
仮
名
は
通

行
の
字
体
と
し
、
仮
名
、
カ
タ
カ
ナ
、
合
字
と
も
に
自
筆
に
拠
っ
た
。

一�

　
判
読
不
能
の
文
字
は
空
格
（
▪
）
と
し
た
。

一�

　
改
行
は
自
筆
を
基
本
と
し
た
が
、
紙
幅
上
、
完
全
な
再
現
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
い
わ
ゆ

る
追
而
書
や
行
間
の
書
き
入
れ
も
、
自
筆
に
な
ら
っ
た
。

一�

　
書
状
・
葉
書
に
押
さ
れ
た
角
印
は
一
種
。
陽
刻
で
「
齋
親
」
と
あ
り
、
７
㍉
×
７
㍉
で
あ�

る
。「
▪
（
朱
角
印
）
」
と
し
て
示
し
た
が
、
位
置
ど
り
等
は
影
印
で
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

一�

　
注
、
補
注
に
お
け
る
引
用
の
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
、
漢
字
は
概
ね
通
行
の
字
体

に
改
め
、
ル
ビ
は
パ
ラ
ル
ビ
と
し
た
。

一�

　
資
料
等
の
出
版
年
月
に
つ
い
て
は
、
初
版
年
月
を
記
し
た
。
元
号
・
西
暦
に
つ
い
て
は
、

文
献
の
表
記
に
し
た
が
っ
た
。

一�

　
文
中
、
今
日
か
ら
見
る
と
不
適
切
と
思
わ
れ
る
字
句
・
表
現
が
含
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、

時
代
資
料
と
し
て
の
側
面
を
考
慮
し
、
原
文
の
ま
ま
記
し
た
。
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

1

53

−

1

−

1

高
山
林
次
郎

齋
藤
親
信
（
実
父
）
明
治
23
・
1
・
30
封
筒

53

−

1

−
2

高
山
林
次
郎

齋
藤
親
信
（
実
父
）
明
治
23
・
1
・
30
罫
紙

2

53

−
4

−
1

高
山
林
次
郎

齋
藤
親
信
（
実
父
）
明
治
23
・
7
・
11
葉
書

3

53
−

4
−

2

高
山
林
次
郎

齋
藤
親
信
（
実
父
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